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会議の課題：なぜ「決まらない」のか。
中堅企業や新規事業開発の現場で、毎週・毎月開催される会議。にもかかわらず、結論が出ず、アクション

が曖昧で、次回また同じ議論が繰り返される。これは個人のスキルではなく、会議の「構造」の問題です。

・アジェンダが事前に整理されない

・会議中の論点が散乱し、結論にたどり着かない

・決定事項とアクションが言語化されないまま終わる

・前回の決定が次回までにフォローされない

PowerMeeting Intelligence の解。

会議のすべての局面を、構造化して支援します。
PowerMeeting Intelligence は、会議前・会議中・会議後の全フェーズを構造化して支援する、GDIOSの中

核Intelligenceの1つです。会議が「結論が出る場」「決まる場」へと変わります。

フェーズ 提供機能

会議前 アジェンダの自動生成、論点整理、過去議事録のサマリ

会議中 論点・結論・アクションのリアルタイム構造化、参加者発言のロジック追跡

会議後 議事録の自動生成、アクションのタスク化、関係者への通知

デモシナリオ：週次経営会議
中堅SaaS企業（ARR 12億円、従業員 180名）の週次経営会議を例に、PowerMeeting

Intelligenceの動きをご紹介します。会議前から会議後までの一連のフローをお見せします。

Step 1：会議前 ̶ アジェンダの自動生成
前週の経営KPI（ARR、NRR、CAC、Pipeline等）の動きを自動集計し、議論すべき論点を優先度順に整理。

前回会議の未決事項・宿題も自動的に持ち越されます。アジェンダはSlack/メールで参加者に事前配信され

ます。

生成される代表的なアジェンダ項目
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・論点1：金融セグメントのStage3滞留商談8件の対応方針

・論点2：高リスクチャーン顧客 12社へのCSアサイン優先度

・論点3：前週マーケCACが目標を15%超過した要因分析と打ち手

・論点4（持ち越し）：新規事業仮説Bの追加検証データの確認

Step 2：会議中 ̶ 論点・結論のリアルタイム構造化
会議の進行に合わせて、論点・選択肢・結論・アクションがリアルタイムで構造化されます。発言者の発話

内容から「論点」「選択肢」「結論」「TODO」を自動分類し、画面上で視覚的に整理します。

画面UIイメージ

分類 内容

論点 金融セグメントのStage3滞留商談8件の対応方針

選択肢A AEごとに個別フォロー（責任者：山田）

選択肢B Sales Engineerを巻き込み技術検証セッションを設定

結論 選択肢B採用。8件中6件を今週中に再アプローチ

TODO 山田AE：6件のSEセッション日程調整 / 期限：金曜日

Step 3：会議後 ̶ 議事録とアクションの自動配信
会議終了と同時に、構造化された議事録が生成され、参加者に配信されます。決定事項とアクションは、Sl

ackの担当チャンネルおよびタスク管理ツール（Asana / Notion / Linear等）に自動的に登録されます。

・議事録の自動生成（論点・結論・TODO・参考データを構造化）

・アクションのタスク化（担当者・期限・関連リソースを自動入力）

・Slack/Teamsへの通知（担当者への@mentionと期限リマインダ）

・次回会議のアジェンダへの繰越（未決事項・進捗確認項目）

導入後の運用イメージ（4週間）

週 実施項目 詳細

Week 1 対象会議の選定 週次経営会議、月次レビュー、新規事業判断会議など、対象を
選定
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週 実施項目 詳細

Week 2 アジェンダ・議事録テンプレート
の設計

貴社の論点フォーマットに合わせてカスタマイズ

Week 3 Slack/タスク管理ツールとの連携
設定

既存ツールに自動配信される設定を構築

Week 4 本番運用開始、効果測定 会議時間・結論率・アクション完了率を計測

想定効果

-30～50
%

会議時間の短縮

対象会議の平均所要時間

+40%
結論率の向上

「結論が出た」と参加者が回
答した会議の割合

-80%
議事録作成工数

従来の手作業議事録対比

+60%
アクション完了率

決定事項の期限内完了率

上記は標準的な目標値です。お客様の会議文化・ツール環境・参加者数によって変動します。

Liveデモのご案内
PowerMeeting Intelligenceは、本日からLiveデモが可能です。45分のオンラインセッションで、実際の動

作をご覧いただけます。デモには貴社の典型的な会議シナリオを使うこともできます。

・所要時間：45分

・形式：オンライン（Zoom / Meet / Teams）

・事前準備：不要（貴社の会議シナリオを使う場合は事前に共有）

・申込：info@gdios.jp まで、ご希望日時を3つほどお寄せください

Email：info@gdios.jp


